
　
市
内
の
実
態
、
課
税
で

き
て
い
な
い
額
は
。

　
相
続
人
不
存
在
が
確
定

し
て
い
る
不
動
産
所
有
者
は

27
名
、
相
続
人
等
調
査
中
の

不
動
産
所
有
者
は
８
名
の
合

計
35
名
と
な
っ
て
い
る
。
固

定
資
産
税
で
約
１
０
３
万
円
、

都
市
計
画
税
で
約
23
万
円
が

課
税
保
留
と
な
っ
て
い
る
。

　
財
産
管
理
制
度
を
活
用

し
た
不
動
産
の
適
正
管
理
の

取
り
組
み
は
。

　
空
家
対
策
の
観
点
か
ら

令
和
８
年
度
よ
り
相
続
財
産

清
算
人
制
度
も
活
用
し
て
解

決
を
図
っ
て
い
く
。

サ
ク
ラ
等
の
樹
木
の	

害
虫
被
害

　
公
共
施
設
に
お
い
て
ク

ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
被
害

が
確
認
さ
れ
た
事
例
は
。

　
7
月
末
の
公
共
施
設
安

全
点
検
週
間
に
合
わ
せ
て
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

西
原
小
学
校
、
元
福
小
学
校
、

上
野
台
小
学
校
、
大
井
東
中

学
校
、
弁
天
橋
付
近
で
の
被

害
が
確
認
さ
れ
た
。

　
国
や
県
の
財
政
支
援
の

活
用
状
況
は
。　

　
現
時
点
で
の
活
用
は
な

い
が
、
今
後
県
の
ネ
イ
チ
ャ

ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
推
進
事
業
補

助
金
を
活
用
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。

　
民
有
地
で
の
防
除
に
対

す
る
支
援
は
。

　
市
が
県
の
補
助
金
を
活

用
し
て
薬
剤
を
散
布
す
る
場

合
に
つ
い
て
支
援
が
で
き
る

こ
と
を
県
に
確
認
し
て
い
る
。

一 般 質 問 一 般 質 問

　
地
域
防
災
計
画
上
の
広

域
避
難
及
び
要
支
援
者
支
援

の
位
置
付
け
は
。

　
市
内
で
の
指
定
避
難
所

の
確
保
が
困
難
な
場
合
に
広

域
避
難
を
検
討
す
る
。
県
外

の
自
治
体
と
も
相
互
応
援
協

定
を
締
結
し
、
災
害
状
況
に

応
じ
、
広
域
的
な
連
携
体
制

の
構
築
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
要
支
援
者
支
援
の
位
置
付

け
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

乳
幼
児
、
外
国
人
そ
の
他
特

に
配
慮
を
要
す
る
者
の
う
ち
、

災
害
時
に
自
力
避
難
が
困
難

な
者
で
あ
る
。

　
災
害
関
連
死
の
未
然
防

　
無
料
市
民
相
談
の
利
用

状
況
と
課
題
は
。

　
令
和
７
年
度
の
相
談
件

数
は
１
７
３
７
件
で
、
相
談

内
容
の
傾
向
は
、
弁
護
士
相

談
・
行
政
書
士
に
よ
る
生
活

総
合
相
談
・
女
性
の
た
め
の

Ｄ
Ｖ
総
合
相
談
な
ど
が
多
く
、

最
も
ニ
ー
ズ
が
高
い
の
は
、

相
続
に
関
す
る
相
談
で
あ
る
。

　
課
題
は
、
来
庁
が
困
難
な

相
談
者
へ
の
対
応
で
あ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
市

民
相
談
の
導
入
の
考
え
は
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
メ

リ
ッ
ト
や
課
題
を
十
分
に
整

理
し
、
課
題
の
解
決
な
ど
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
入
り
口
と
し
て
活
用

し
て
は
。

　
今
後
メ
ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン

の
機
能
拡
充
に
よ
り
、
最
大

20
ボ
タ
ン
ま
で
大
幅
に
表
示

　
未
接
種
の
中
学
2
・
3

年
生
に
、
改
め
て
個
別
に
情

報
を
届
け
る
考
え
は
。

　
他
自
治
体
の
取
り
組
み

等
も
参
考
に
し
、
よ
り
実
効

性
の
高
い
情
報
発
信
の
在
り

方
を
検
討
す
る
。

20
価
肺
炎
球
菌
の	

市
独
自
助
成

　
定
期
接
種
の
対
象
と
な

ら
な
い
高
齢
者
へ
の
市
独
自

助
成
は
。

　
現
在
、
考
え
て
い
な
い
。

国
の
動
向
等
を
注
視
し
、
効

果
的
か
つ
持
続
可
能
な
保
健

事
業
の
在
り
方
を
研
究
す
る
。

　
避
難
所
生
活
が
長
期
化

し
た
場
合
、
生
活
環
境
の
向

上
に
向
け
た
備
蓄
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　
本
市
で
は
、
折
り
畳
み

式
簡
易
ベ
ッ
ド
５
０
０
基
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
１
０
０
基
、

エ
ア
マ
ッ
ト
５
２
０
０
枚
、

ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
20
基
、

併
せ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

１
６
６
基
、
テ
ン
ト
４
２
５

基
備
蓄
し
、
令
和
７
年
度
に

は
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導

入
し
、
生
活
環
境
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

　
民
間
企
業
と
の
防
災
協

定
の
概
要
は
。

　
災
害
時
や
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、

　
金
融
教
育
に
つ
い
て
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の

9
年
間
を
通
し
て
、
発
達
段

階
に
応
じ
た
学
び
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
る
か
。

　
学
習
指
導
要
領
に
沿
い
、

お
金
や
金
融
に
つ
い
て
継
続

的
、
体
系
的
に
授
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　
義
務
教
育
を
終
え
る
と

き
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ

う
な
人
に
育
っ
て
い
て
ほ
し

い
と
考
え
る
か
。

　
自
分
の
人
生
に
軸
を
持

っ
て
生
き
方
を
高
め
、
ふ
じ

み
野
市
が
大
好
き
で
、
温
か

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
自
分

も
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
こ
う

止
の
考
え
は
。

　
避
難
所
に
お
け
る
熱
中

症
対
策
や
衛
生
管
理
、
避
難

生
活
の
長
期
化
に
伴
う
健
康

悪
化
や
災
害
関
連
死
を
未
然

に
防
止
す
る
こ
と
は
新
た
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
自
助
に
よ
る
分
散
・
広

域
避
難
後
の
支
援
は
。

　
災
害
時
に
避
難
者
が
安

心
し
て
避
難
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
分
散
・
広
域
避
難
に

対
す
る
支
援
方
法
を
、
検
討

し
て
い
く
。

災
害
後
の
子
ど
も
の	

心
の
ケ
ア
の
充
実

　
学
校
現
場
に
お
け
る
ケ

ア
体
制
は
。

　
市
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
の
専
門
職
を
学
校

へ
派
遣
し
、
児
童
・
生
徒
へ

の
直
接
的
な
ケ
ア
を
行
い
、

教
職
員
や
関
係
機
関
と
の
連

携
が
で
き
る
よ
う
組
織
的
に

支
援
し
て
い
く
。

数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
画
面
へ
ア

ク
セ
ス
す
る
な
ど
、
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
防
災
・
災
害
情
報
と
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
連
携
は
。

　
利
用
者
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
緊
急
性
の
高
い
情
報

を
取
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
シ
ス

テ
ム
と
連
携
し
、
市
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
通
知
さ
れ
る
よ
う

に
し
、
防
災
や
災
害
情
報
の

通
知
手
段
と
し
て
も
活
用
が

広
が
る
と
考
え
る
。

成
年
後
見
制
度	

見
直
し
へ
の
対
応

　
中
核
機
関
の
さ
ら
な
る

充
実
に
向
け
た
相
談
や
連
携

は
。

　
本
人
の
意
思
や
生
活
状

況
、
支
援
の
必
要
性
を
確
認

し
、
制
度
を
必
要
と
す
る
人

を
早
期
に
発
見
し
、
相
談
に

つ
な
げ
、
適
切
な
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

働
く
学
び
で
闇
バ
イ
ト

防
止

　
専
門
家
に
よ
る
出
前
講

座
等
を
活
用
し
、
働
く
こ
と

を
学
ぶ
機
会
を
充
実
し
て
は
。

　
弁
護
士
や
税
理
士
等
の

専
門
家
に
よ
る
出
前
講
座
を

実
施
し
、
働
く
意
義
、
労
働

者
の
権
利
や
義
務
、
ア
ル
バ

イ
ト
等
の
ト
ラ
ブ
ル
、
お
金

の
使
い
方
等
に
つ
い
て
学
ん

で
い
る
。

株
式
会
社
シ
ー
ア
ー
ル
イ
ー

が
管
理
運
用
す
る
立
体
駐
車

場
を
車
両
の
一
時
退
避
場
所

と
し
て
提
供
い
た
だ
く
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
協
定

に
よ
り
特
に
風
水
害
時
に
お

い
て
、
近
隣
の
標
高
の
低
い

地
域
住
民
の
車
両
を
被
害
か

ら
守
る
事
前
退
避
が
可
能
と

な
る
。

不
登
校
問
題
と	

社
会
性
を
育
む
教
育

　
不
登
校
と
社
会
性
を
育

む
教
育
を
ど
う
両
立
さ
せ
て

い
く
か
。

　
不
登
校
傾
向
の
児
童
・

生
徒
に
つ
い
て
は
、
ス
ペ
シ

ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
、
教

育
相
談
室
で
の
適
応
指
導
教

室
、
各
中
学
校
に
さ
わ
や
か

相
談
員
の
配
置
等
を
し
て
、

最
終
的
に
教
室
復
帰
を
目
標

と
し
て
お
り
、
学
校
で
は
生

き
る
力
の
育
成
、
社
会
性
を

育
む
教
育
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
す
る
子
ど
も
を
一
人
で
も

多
く
育
て
た
い
。

消
防
車
や
救
急
車
が
入
り

に
く
い
道
路
へ
の
対
策

　
消
防
車
や
救
急
車
が
入

り
に
く
い
道
路
に
つ
い
て
消

防
本
部
と
情
報
共
有
し
、
道

路
整
備
の
優
先
順
位
の
判
断

材
料
に
し
て
は
。

　
こ
れ
ま
で
は
情
報
共
有

し
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
は

消
防
本
部
な
ど
と
情
報
共
有

し
、
狭
あ
い
道
路
対
策
と
し

て
待
機
場
所
や
隅
切
り
用
地

の
用
地
取
得
を
計
画
す
る
際

の
判
断
材
料
に
す
る
。

板
倉　
篤 

議
員

所
有
者
不
明
土
地
等

の
適
正
管
理

田
中　
早
苗 

議
員

広
域
避
難
・
大
規
模

災
害
に
備
え
て

前
田　
広
子 

議
員

無
料
市
民
相
談
に

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
導
入
を

古
越　
孝
子 

議
員

Ｈ
Ｐ
Ｖ
個
別
情
報

提
供
の
充
実

川
島　
秀
男 

議
員

大
規
模
災
害
に
備
え
た

備
蓄
と
民
間
連
携

金
濵　
高
顕 

議
員

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
の
教
育

防災協定に使われる
立体駐車場

市公式LINEが便利にリニューアル予定

体育館でも快適に過ごせるように

届いた案内が後押しに

害虫からサクラ咲く風景を守ろう

（イメージ写真）
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